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鎌沢樺細工の歴史を後世へ鎌沢樺細工の歴史を後世へ

　▲参加者たちにお披露目された記念碑

　
合
川
芸
文
祭
の
出
演
者
、
展
示
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

演
示
日
時　
７
月
14
日（
日
） 

10
時
〜

展
示
日
時　
７
月
12
日（
金
）〜
14
日（
日
）

申
込
締
切　
６
月
10
日（
月
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
花
の
苗
を
販
売
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
で
市
内
を
花
い
っ
ぱ
い
に
彩
り
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
苗
が
予
定
数
量
に
達
し
た
時

点
で
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

事
前
申
込　
６
月
3
日（
月
）〜
9
日（
日
）

※
申
込
用
紙
は
各
公
民
館
に
設
置
し
ま
す
。

販
売
日

　
　
▽
事
前
申
込
を
し
た
方

　
　
６
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）

　
　
▽
申
込
み
せ
ず
購
入
す
る
方

　
　
６
月
23
日（
日
）
の
み

販
売
時
間　
５
時
30
分
〜
９
時

販
売
場
所　
さ
か
え
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

種
類
と
価
格

　
▽
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド（
黄
、オ
レ
ン
ジ
）

／
30
円
▽
サ
ル
ビ
ア（
赤
）／
40
円
▽
ア
ゲ

ラ
タ
ム
／
40
円

※
苗
を
入
れ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
箱
等
は
各

自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
６
月
26
日（
水
）

集
合
時
間　
合
川
公
民
館
８
時
30
分

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
保
険
料
等
）

定
員　
14
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　
６
月
14
日（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
に
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
！

日
時　
６
月
11
日（
火
）

　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　
合
川
公
民
館 

講
師　
坂
本
明
子
さ
ん

定
員　
15
組
（
先
着
順
、
要
予
約
）

　
お
花
を
選
ん
で
、
自
分
だ
け
の
寄
せ
植

え
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
６
月
11
日
、
10
月
上
旬
２
回

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
阿
仁
公
民
館

講
師　
加
藤
由
美
子
さ
ん

定
員　
15
人
（
材
料
費
自
己
負
担
）

申
込
締
切　
６
月
６
日（
木
）

は
子
ど
も
が
６
月
上
旬
、
大
人
は
下
旬

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
当
番
で
は

な
い
年
も
近
隣
の
老
人
ホ
ー
ム
と
病
院

へ
の
慰
問
は
欠
か
さ
ず
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
通
し
て
、
男
女
問
わ
ず
、

伝
統
文
化
を
広
く
継
承
し
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◇
大
太
鼓
保
存
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
か

【
鈴
木
】
今
年
は
下
町
の
当
番
。
大
太

鼓
の
館
で
５
月
の
大
型
連
休
、
お
盆
、

９
月
第
一
日
曜
の
太
鼓
祭
り
、
１
月
２

日
の
叩
き
初
め
、
２
月
の
も
ち
っ
こ
市

な
ど
。

【
石
川
】
６
月
の
も
ち
っ
こ
ま
つ
り
、

８
月
１
日
の
交
通
安
全
、
１
０
０
キ
ロ

マ
ラ
ソ
ン
、
綴
子
小
の
卒
業
式
。

【
鈴
木
】
最
近
で
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

の
団
体
へ
の
対
応
も
あ
り
ま
す
。

◇
昔
は
市
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
さ

れ
て
い
ま
し
た
ね

（
鈴
木
）
東
京
都
内
は
多
か
っ
た
で
す
。

平
成
３
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ソ
ル
ト
レ

イ
ク
に
行
き
、
３
番
太
鼓
を
解
体
し
て

空
輸
し
ま
し
た
。

（
石
川
）
上
町
は
大
阪
や
松
山
で
も
出

演
し
ま
し
た
。
そ
の
年
の
当
番
が
出
演

す
る
の
で
、
め
ぐ
り
合
わ
せ
は
下
町
の

方
が
い
い
か
な
（
笑
）

次
号
に
続
く

「
合
川
地
方
史
研
究
会
と
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
探
訪
」

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問子

育
て
マ
マ
応
援
塾

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
子
育
て
＆
自
分
育
て

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問 第
31
回
合
川
芸
文
祭　
作
品
募
集

　

 

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐

２
２
２
０

申
問 阿
仁
公
民
館
短
期
講
座

じまる」などと刻まれており、参加者たちは発祥の
歴史を後世に伝えていくことを誓いました。～発祥の地　記念碑建立除幕式～

地域に根ざした健全育成活動のために地域に根ざした健全育成活動のために

　▲功労賞を受賞する松橋鉄朗氏

青少年保護育成委員会の釜田一会長から「社会的養
育の子育てについて」と題した講演が行われ、子ど
もたちを取り巻く社会情勢について学びました。

～青少年育成北秋田市民会議総会～

仲間と学ぶ、ふるさと再発見仲間と学ぶ、ふるさと再発見

　▲58名の学生が出席した森吉大学開講式

モを取りながら聞き入っていました。
～平成31年度森吉大学開講式～

「
綴
子
大
太
鼓
」

　
５
月
号
か
ら
引
き
続
き
、
綴
子
大
太

鼓
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◇
民
俗
芸
能
を
伝
え
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か

【
石
川
】
保
存
会
の
会
員
は
自
治
会
全

体
の
75
世
帯
。
練
習
は
例
大
祭
の
１
か

月
前
か
ら
始
め
ま
す
が
、
笛
と
獅
子
踊

り
は
通
年
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

【
宮
司
】
昔
、
獅
子
踊
り
は
長
男
で
な

い
と
踊
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

【
石
川
】
獅
子
踊
り
は
３
人
い
な
け
れ

ば
成
立
せ
ず
、
多
く
の
人
が
踊
れ
る
よ

う
に
取
り
組
み
、
３
年
前
に
は
後
継
者

不
足
解
消
の
た
め
広
く
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
チ
ェ
コ
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。

【
鈴
木
】
下
町
は
１
２
７
世
帯
。
練
習

▲写真中央　鈴木祐悦さん（下町）
前回同様、石川仁司さん（上町）、
宮司の武内尊英さん、鈴木祐悦さん
の三人の対談となります。 ⑬

　４月19日に「樺細工」発祥の地とされる北秋田市
鎌沢に記念碑が建立され、地域住民や協賛企業が参
加し除幕式が行われました。
　樺細工は鎌沢地区の御処野家に代々受け継がれて
きたものが、県内に広まり伝統工芸品として定着し
たとされています。これまであった発祥の地を示す
木柱の老朽化により、住民有志が委員会を設立し、
クラウドファンディングなどで寄付金を募りました。
　建立された記念碑は、高さ約2.1ｍの御影石でで
きており「秋田県樺細工はここ鎌沢御処野家よりは

　青少年育成北秋田市民会議（中嶋俊彦会長）総会
が４月26日に開催され、子どもの伝統芸能合同発表
会や朝のあいさつ運動などの普及活動の実施と「地
域の青少年は、地域で守り、育てる」を共通認識に
活動を行うことが承認されました。
　また、子どもたちの健全育成活動に尽力された戸
沢祐子さん、野呂俊二さん、松橋鉄朗さんの３名を
表彰しました。
　その後、北秋田警察署の佐藤有希子主任専門官か
ら「最近の少年非行状況等について」と、鷹巣地区

　市内各地区の高齢者大学が開講し、今年度の活動
がスタートしました。
　このうち、森吉大学（庄司邦昭学長）の開講式は
４月26日森吉コミュニティセンターで行われ、学生
を代表して三浦英雄さんが「皆さんと励まし合い、
学ぶことを喜びとし、楽しみながら参加することに
努めます」と誓いの言葉を述べました。
　開講式後は、秋田内陸縦貫鉄道株式会社の吉田裕
幸社長を講師に迎え「次の30年をつくる活性化マ
ネージメント」と題した記念講演を、学生たちはメ

地
域
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
！

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

　

 

さ
か
え
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
内

　

 

☎　
63‐

０
０
１
６（
佐
藤
秀
子
）

申
問

FAX


